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ハイライト 

 平成 30 年度決算について 

第回新小山市民病院ふれ

あいまつり開催について

患者支援センターからは、い

つもの紹介・逆紹介データの

ほかに、緊急紹介件数をご報

告、また、今年度地域サービ

ス推進室に着任した室長の

紹介をさせていただきます。



 分からないこと、質問等ござ

いましたら、いつでも、医療

連携室までご連絡くださ

い。 
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1 副院長挨拶 ～ ウイルス肝炎患者の拾い上げ ～ 

皆様ご存知のように慢性肝炎は症状がありません。肝機能異常を機に診断・治

療に結びつくことが多い疾患です。ただ、肝機能異常を呈さない、或いは肝機能

異常がごく軽度の慢性肝炎患者も相当数存在しています。当院では、入院時や手

術前・内視鏡検査前などに肝炎ウイルス検査を行っておりますが、残念なことに

検査結果が陽性でありながら、更なる検索がなされないまま見過ごされるケース

があります。感染対策の意味では、針刺し事故などが起こらなければ何も問題に

ならないわけですが、患者にしてみれば、肝臓に関する精査・治療の機会をみす

みす見逃されていることになり非常に由々しき事態です。昨今、CTレポート結果

の見落としにより、癌患者の治療が遅れ問題となった事例は皆様もご記憶にある

かと存じます。ウイルス肝炎も進行すれば肝癌を発症し生命に関わる疾患です。

このような事態を少しでも無くそうと、ウイルス肝炎患者拾い上げの取り組みが

行われるようになっています。 

当院でも遅ればせながら今年の４月から取り組みを開始しました。臨床検査科

の協力の下、HBs抗原陽性あるいはHCV抗体陽性患者のうち、消化器内科受診歴

のない患者をリストアップし、電子カルテに消化器内科への紹介を促すメッセー

ジを表示するシステムです。消化器内科部長である私の元にもリストが届けられ

る運用となっており、5〜6件/月の症例が上がってきます。多くの症例はカット

オフ値が低値で疑陽性あるいは既感染と考えられる状態ですが、中には血小板数

が少なく、肝線維化が進行している可能性のある症例もあります。長年通院しな

がら気付いた時には手遅れですとならないように、患者さんにも血液検査結果の

確認を促したり、検査データを受け取るなど、普段から血液検査に関して注意喚

起して行きたいと思っています。 

令和元年９月          新小山市民病院 副院長・消化器内科部長 田野茂夫 

2 TOPICS 

4月より地域サービス推進室長に拝命を受けました金澤正治（かなざわ まさはる）

です。昨年からの医療連携室長としても連携のお手伝いを 

させて頂いておりましたので、さらにお近づきになる機会 

が増えることとなり、大変光栄なことと思っております。 

現在、ご紹介下さったクリニックを始め、地域の連携 

医療機関をご訪問しています。ご訪問では、診療科案内を 

始め、病院内の情報のお知らせや、ご要望などをお聞き 

していますので、おじゃまさせて頂いた際には、どうぞ 

よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

私は令和元年６月より、自治医科大学より新小山市民病院腎

臓内科に着任いたしました 朝倉 真希（あさくら まき）と申

します。 

丁寧な問診を心がけ、地域の皆様のために頑張っていきたい

と思っております。至らない点が多々あるかと思いますが、医

師会の先生方におかれましては、何卒ご指導ご鞭撻の程よろし

くお願い申し上げます。 

 新任ドクターの紹介 

６月,７月採用の新しい医師を紹介します。 

ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。 

令和元年７月より新小山市民病院泌尿器科に赴任しました

亀田 智弘（かめだ ともひろ）です。岩手医科大卒業後、自治

医科大学泌尿器科で研修し、泌尿器科に入局しました。大学病

院では泌尿器科癌や排尿障害、尿路結石などの臨床に加え、腎

癌、腎盂・尿管癌、副腎腫瘍に対する腹腔鏡手術、前立腺癌、

膀胱癌に対するダビンチ手術などを行っておりました。 

近隣病院の先生方と連携して泌尿器科診療を行いながら大

学病院と連携して手術を行っていきたいと考えております。 

お困りの症例などお気軽にご相談ください。また、当院でも 

腹腔鏡手術を立ち上げる予定です。手術適応の患者さんがいましたら、ぜひ

ご紹介ください。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

泌尿器科 

医員 

亀田 智弘 

腎臓内科 

医員 

朝倉 真希 

 

ポットラック 

 カンファレンス 

地域完結型 

 医療・連携の会 

今年度の開催日を 

お知らせいたします。 

詳細は、演題が決まりま

したらご連絡させてい

ただきます。 

たくさんのご参加を 

お待ちしております。 

 

ポットラック 

 カンファレンス 

偶数月、第 1 火曜日 

19：45～ さくらホール①② 

お菓子、飲み物を用意して

お待ちしております。  

10/1、12/3、2/4 

 

 

 

 

 

地域完結型 

 医療・連携の会 

奇数月、第 3 木曜日 

19：15～ さくらホール 

軽食をご用意しております。  

9/19、11/21、1/16、3/19 

 

今年も、10月20日（日）にふれあいまつりを開催いたします。 

今回は、ハンディクリニック 坂田先生、平山歯科医院 平山先生にミニ講演会の

講師をご依頼させていただきました。 

その他、ウォーキングレクチャー、ユマニチュードによる寸劇、スラックライン、

ディスクゴルフ、体験・相談・展示コーナー、模擬店などもございます。 

お時間あるときに、是非遊びにいらしてください。 

 
☆ミニ講演会（無料）☆ 
10：30～11：00 
「病院では教えてくれない《看取りの方法》」 

小山地区医師会 ハンディクリニック院長 坂口 敏夫 先生 
11：15～11：45 
病は気から！お口から！？～史上最強のデンタルプラーク軍団～ 

小山歯科医師会  平山歯科医院 院長 平山 亨 先生 
13：30～14：00新小山市民病院 特定看護師  

「特定行為を知ってもらおう！！」 
古澤 佳枝 主任看護師・村松 由布子 主任看護師 

                 

     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度決算について 
～ 300 床フル稼働、独法化後 6 年連続黒字 ～ 

当院は、平成 25 年度の地方独立行政法人化後、市民の皆様と地域の医療機関が望む中核病院とし

て、“市民病院なら大丈夫”との期待に応えるため、病院としての「医療機能の充実」と、「地域の医

療機関との連携」、また「断らない救急」をスローガンに、院内の体制づくりに取り組みました。 

 この間、新病院への移転新築も含め、地域の医療機関との連携強化（紹介率、逆紹介率の向上）に

よる地域医療支援病院の承認等、一歩一歩の着実な歩みを経て、入院患者数や救急車受入患者数が毎

年増加する中、次第に病院として良い評価をいただくようになり、平成 30 年度は新規看護師を 63

名採用することができ、10 月から念願の許可病床 300 床フルオープンを迎えることができました。

患者だけでなく、スタッフも惹きつける「マグネットホスピタル」という当院の目標が、実を結びつ

つあると感じています。 

 その結果、入院患者数は 10 万人を超え（1 日平均 279 人）、病床稼働率も 90％以上 

となり、過去最高の医業収益を確保し、独法化後 6 年連続の黒字経営を達成することが 

できました。 

 今後も、地域に根差した市民の皆様のための病院として、安定した経営基盤の中で、 

医療機能の充実に努めてまいります。 
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患者支援センター 

（受付時間 平日 8：30〜17：15） 

 

医療連携室： 

０２８５－３６－０２５２ 

（緊急の患者紹介・転入相談・ 

その他地域連携に関すること） 

 

予約専用ダイヤル： 

０２８５－３６－０２５４ 

（もの忘れ外来・内科・神経  

内科・循環器内科の受診予約・ 

胃カメラ・心エコー・腹部エコー

などの検査予約） 

 

医療相談室： 

０２８５－３６－０２５６
（医療相談・退院調整に関するこ

と・MSWに連絡・その他、外来

患者の各種相談に関すること） 

 

ＦＡＸ： 
０２８５－３６－０３５２ 

メール： 
renkei@hospital.oyama.tochigi.jp 

※メールでも受付しております。 

 

患者支援センターからのお知らせ 
いつも当院運営にご協力頂きありがとうございます。 

令和元年度4月から7月までの紹介･逆紹介のグラフです。 

 

 

地方独立行政法人 

新小山市民病院 
〒323-0827 

栃木県小山市神鳥谷 2251 番地 1 

☎ 0285-36-0200 （代表） 

ホームページ     

http://hospital-shinoyama.jp/ 

看護師採用サイト 

http://hospital-shinoyama.jp/nurse/ 

  Facebook 

https://www.facebook.com/shin.oyama

.city.hospital 

 患者支援センターを介した緊急を要する患者紹介をデータ化しました。 

断らない救急を目指し、対応不可とならないよう日々ベッドコントロールして 

おります。患者支援センターでも頑張っていきますので、緊急を要する患者さん 

がいらっしゃいましたら、支援センターまでご一報をお願いいたします。 

ご連絡お待ちしております。 
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